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︵
４
〜
７
ペ
ー
ジ
中
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
24
人
42
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
︶

カーボンオフセット事業に
ごみ収集の手数料収入を
活 用 す る 考 え は

基金の創設等、市民に見える形で
活用できるよう検討していく

市内在住で私立小・中学校に通う
児童・生徒の善行等の把握拡大は

拡大の考えはないが
表彰規定等の整備を行い
顕彰も検討していきたい

四

谷

６

丁

目

の

墓

地

建

設

計

画

市
長
名
で
中
止
に
係
る
要
望
書
を

市
長
名
で
都
多
摩
府
中
保
健
所
へ

　

中

止

の

要

望

を

し

て

い

く

橋上化される京王線３駅に
市政情報センター等の

設置場所を要望する考えは

駅の利用状況が変化した場合には
設置の検討が必要と考える

消

防

団

員

へ

の

健

康

診

断

　
　

市

が

実

施

す

る

考

え

は

現

時

点

で

は

実

施

の

時

期

に

　

至

っ

て

い

な

い

と

考

え

る

一

貫

し

た

発

達

支

援

体

制

確

立

に

向

け

た

具

体

的

な

　

取

組

の

考

え

は

関

係

部

門

に

よ

る

横

断

的

な

　
　
　

協

議

の

場

を

検

討

し

て

い

く

奈
良
﨑　

久
和
議
員︵
公
明
︶　

平

成
22
年
２
月
か
ら
ご
み
収
集
方
式

が
変
更
さ
れ
、
ご
み
の
収
集
が
有

料
と
な
っ
た
が
、
有
料
化
に
伴
う

収
入
の
一
部
を
温
暖
化
対
策
に
積

極
的
に
活
用
し
、
市
民
に
も
そ
の

活
用
の
様
子
や
成
果
を
広
く
示
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
や
推
進

に
、
ご
み
収
集
の
手
数
料
収
入
を

活
用
す
る
考
え
は
。

市
長　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
伴

う
手
数
料
収
入
に
つ
い
て
は
、
一

義
的
に
は
家
庭
か
ら
発
生
し
た
ご

み
の
収
集
、
運
搬
、
焼
却
処
分
等

に
か
か
わ
る
経
費
の
一
部
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
環
境
政
策
、
特
に
温

暖
化
対
策
等
に
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
た
め
、
ご
み
有
料
化
に

伴
う
手
数
料
相
当
額
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
減
量
効
果
に
よ
る
ご
み

処
理
経
費
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
や
循

環
型
社
会
の
構
築

に
か
か
わ
る
基
金

の
創
設
等
、
市
民

に
見
え
る
形
で
の

活
用
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い

く
。

小
野
寺　

淳
議
員︵
市
政
︶　

発
達

障
が
い
の
在
る
方
へ
の
支
援
は
、

発
達
段
階
で
の
早
期
発
見
か
ら
の

取
組
が
特
に
重
要
と
聞
く
。

　

乳
幼
児
期
、
学
齢
期
、
成
人
期

の
各
時
期
で
、
多
岐
に
渡
っ
た
相

談
機
能
や
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
市
の
認
識
は
。

市
長　

発
達
障
が
い
の
在
る
方
へ

の
支
援
は
、
市
福
祉
計
画
の
重
点

施
策
と
し
て
位
置
付
け
、
乳
幼
児

期
、
学
齢
期
、
成
人
期
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

の
た
め
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、

手
塚　

歳
久
議
員
︵
市
フ
ォ
︶　

四
谷

６
丁
目
の
墓
地
建
設
計
画
に
つ
い

て
、
今
議
会
で
約
２
０
０
０
人
の

署
名
に
よ
る
反
対
陳
情
等
が
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

本
市
と
し
て
は
、

市
内
に
お
け
る
墓
地
・
墓
園
の
造

成
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
原

則
と
し
て
墓
地
等
の
新
設
は
行
わ

な
い
よ
う
意
思
表
示
を
し
て
い
る
。

同
計
画
の
情
報
入
手
直
後
に
土
地

所
有
者
や
事
業
者
等
に
再
考
を
要

請
し
た
。
ま
た
、
都
多
摩
府
中
保

健
所
に
同
指
針
の
趣
旨
を
説
明
し
、

近
隣
住
民
の
意
向
を
考
慮
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
。

議
員　

他
市
の
墓
地
建
設
の
中
止

事
例
で
は
、
市
長
名
で
保
健
所
に

要
望
書
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
効

力
は
大
き
い
と
思
う
。
本
市
で
も

市
長
名
で
中
止
に
係
る
要
望
書
を

早
急
に
出
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

同
計
画
の
中
止

に
つ
い
て
は
、
市
長
名
で
都
多
摩

府
中
保
健
所
へ
要
望
し
て
い
く
。

他 

車
い
す
・
歩
行
者
優
先
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
●
猛
暑
対
策
に
つ
い
て

高
野　

政
男
議
員︵
市
政
︶　

市
で

は
、
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
善
行
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

活
動
等
に
対
し
、
顕
彰
を
行
っ
て

い
る
が
、
市
内
在
住
で
私
立
小
・

中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
善
行
等
の
把
握
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

教
育
部
長　

善
行
等
の
報
告
は
、

学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
を
目
的

に
、
所
管
で
あ
る
市
立
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て

行
っ
て
い
る
た
め
、
市
内
在
住
で

私
立
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
の
把
握
は
、
現
在
、

行
っ
て
い
な
い
。

議
員　

子
ど
も
は
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
自
信
を
つ
け
て
大
き
く
成
長

す
る
。
学
校
教
育
の
一
層
の
充
実

教
育
、
就
労
な
ど
の
関
係
機
関
が

緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

一
貫
し
た
発
達
支
援
体
制

の
確
立
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組

の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

国
で
は
、
発
達

障
が
い
の
在
る
方
へ
の
支
援
を
盛

り
込
ん
だ
抜
本
的
な
制
度
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
福
祉
、
教
育
な
ど
の
部

門
に
よ
る
横
断
的
な
協
議
の
場
を

つ
く
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
部
長　

今
の
と
こ
ろ
、
範
囲

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
は
表
彰
規
定
等
の
整
備
を
行
う

こ
と
で
、
広
く
市
内
の
児
童
・
生

徒
の
善
行
等
を
顕
彰
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

相
原　

博
議
員︵
市
政
︶　

府
中
駅

構
内
に
あ
る
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

は
、
行
政
案
内
等
を
行
う
と
と
も

に
、
選
挙
時
に
は
期
日
前
投
票
所

と
し
て
投
票
率
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
京
王
電
鉄
㈱
に
対
し
、

現
在
、
橋
上
化
工
事
が
進
む
東
府

中
、
多
磨
霊
園
、
武
蔵
野
台
駅
に

も
同
様
の
施
設
の
設
置
場
所
を
要

望
す
る
考
え
は
。

市
長　

今
後
、
駅
の
利

用
者
が
増
加
す
る
な
ど

３
駅
の
利
用
状
況
が
大

き
く
変
化
し
た
場
合
に

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
施
設
の
設
置
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

議
員　

都
内
で
は
、﹁
駅

※

ナ
カ
﹂
の
充
実
に
よ
り

駅
周
辺
商
店
が
大
幅
な

売
上
減
と
聞
く
が
、
府

中
駅
で
も﹁
駅
ナ
カ
﹂店

舗
の
増
加
に
よ
り
、
駅

周
辺
商
店
の
売
上
減
や
廃
業
等
の

苦
情
な
ど
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

府
中
駅
構
内
に

は
商
業
施
設
が
41
店
舗
あ
り
、
駅

周
辺
商
店
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
苦
情
等
は
聞
い
て
い
な
い
。

※
駅
ナ
カ
⋯
駅
構
内
の
商
業
施
設

比
留
間　

利
蔵
議
員︵
市
政
︶　

市

民
の
た
め
に
時
間
を
問
わ
ず
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
し
て

防
災
活
動
を
し
て
い
る
消
防
団
員

へ
は
、
市
が
職
員
向
け
に
行
っ
て

い
る
健
康
診
断︵
健
診
︶を
受
診
す

る
こ
と
で
本

人
も
家
族
も

安
心
で
き
、

緊
急
時
の
災

害
等
に
力
を

発
揮
で
き
る

も
の
と
考
え

る
が
、
他
市

の
消
防
団
員

の
健
診
の
実

績
は
。

危
機
管
理
担
当
参
事　

26
市
中

17
市
で
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

未
実
施
の
市
は
、
本
市
を
含
め
９

市
で
あ
る
。

議
員　

消
防
団
員
へ
の
健
診
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
担
当
参
事　

府
中
市

消
防
団
は
、
団
本
部
ほ
か
18
の
分

団
で
構
成
さ
れ
、
定
員
４
２
０
名

体
制
で
活
動
し
て
い
る
。

　

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
社

員
な
ど
の
職
業
を
持
つ
一
方
で
、

防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
健

診
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
職
場
で
の
受
診

を
行
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
、
市
が
消
防
団
員
へ
の

健
診
を
実
施
す
る
時
期
に
至
っ

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

他 

市
街
地
電
線
地
中
化
事
業
に
つ
い
て 　▲橋上化が進む東府中駅

　▲出初式にて

※（  ）内は、会派名を略して掲載しました。市政…府中市議会市政会　市フォ…市民フォーラム　公明…府中市議会公明党　共産…日本共産党府中市議会議員団　ネット…生活者ネットワーク

カーボンオフセットの仕組み

植林活動の実施 排出権の購入

C0  排出量

自然エネルギーの購入

オフセット
（相殺）

CO2（二酸化炭素）
の排出削減･吸収
量を購入して埋め
合わせる

2


